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“地域の若い農業後継者の育成と国際交流支援に
力を注ぐ”

菊 池 辰 夫 さん 南牧村広瀬
南佐久地域では地域の主力品目の葉洋菜に新たな品目として「夏
秋イチゴ」の栽培が増加しつつある。
地域でもいち早く「夏秋イチゴ」の施設栽培に取り組まれた菊池
さんは、新規就農希望者を研修生に受入し、研修後は、地域内への
自立就農を支援するとともにフィリピンの農業研修生の受入を行
い、国際交流や技術支援に大きく貢献されている。

長 野 県

農業再生協議会
担い手・農地だより
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三
〇
歳
か
ら
ふ
る
さ
と
に
就
農

標
高
一
、〇
〇
〇
㍍
を
超
え

る
南
牧
村
広
瀬
の
野
辺
山
高
原

地
域
は
広
大
な
高
原
野
菜
の
栽

培
風
景
が
広
が
る
。
こ
の
中
に

ひ
と
き
わ
目
立
つ
鉄
骨
ハ
ウ
ス

が
目
に
つ
く
。
こ
の
ハ
ウ
ス
で

夏
秋
イ
チ
ゴ
を
栽
培
す
る
菊
池

辰
夫
さ
ん
（
六
五
歳
）
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

広
瀬
地
区
の
戸
数
は
約
一
〇

〇
戸
、
九
割
が
農
家
。
菊
池
さ

ん
は
広
瀬
地
区
の
農
家
の
次
男

で
あ
っ
た
た
め
高
校
卒
業
後
、

東
京
で
会
社
員
と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
。
菊
池
さ
ん
が
三
〇

歳
の
と
き
、
親
戚
か
ら
、
同
じ

地
区
の
五
㌶
の
高
原
野
菜
農
家

の
婿
の
話
が
あ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン

を
し
ま
し
た
。

初
期
投
資
の
か
か
る
施
設

園
芸南

佐
久
地
域
の
主
力
品
目
で

あ
る
葉
洋
菜
は
自
然
環
境
や
連

作
障
害
な
ど
に
よ
り
作
柄
の
豊

凶
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
自
然
災

害
も
受
け
や
す
く
経
営
が
安
定

し
な
い
な
ど
の
状
況
の
中
、
Ｊ

Ａ
や
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
新

規
作
物
と
し
て
「
夏
秋
イ
チ

ゴ
」
の
導
入
の
勧
め
も
あ
り
、

平
成
十
三
年
、
南
牧

村
で
一
戸
の
夏
秋
イ

チ
ゴ
栽
培
が
開
始
さ

れ
た
。
南
牧
村
の
新

規
導
入
を
皮
切
り
に

川
上
村
や
北
相
木
村

な
ど
で
栽
培
戸
数
が

増
加
す
る
状
況
と
な

っ
た
。

菊
池
さ
ん
は
平
成

十
九
年
、
ケ
ー
キ
菓

子
の
全
国
展
開
企
業

「
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
」

が
夏
秋
イ
チ
ゴ
の
生

産
者
を
探
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
一
念
発

起
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
の
施

設
栽
培
の
導
入
を
決

意
。
野
辺
山
高
原
は
風

が
強
い
と
こ
ろ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
鉄
骨
ハ
ウ

ス
を
選
択
、
屋
根
材
は

耐
久
性
の
高
い
資
材
を

使
用
。
養
液
栽
培
は
水

が
重
要
な
こ
と
か
ら
地

下
水
を
汲
み
上
げ
る
井

戸
も
設
置
。
養
液
栽
培

シ
ス
テ
ム
は
カ
ネ
コ
種

苗
の
方
式
を
採
用
す
る

な
ど
、
か
な
り
高
額
な

初
期
投
資
が
必
要
と
な

っ
た
。
当
時
は
施
設
導

入
の
補
助
が
な
く
、
自

己
資
金
で
対
応
し
た
。

契
約
生
産
出
荷
で

安
定
収
入

奥
行
き
九
〇
㍍
、
幅
二
四
㍍

の
ハ
ウ
ス
内
に
高
設
ベ
ン
チ

（
高
さ
一
、一
㍍
）
が
一
七
列
、

一
万
二
千
本
余
の
株
が
定
植
さ

れ
て
い
る
。
培
地
は
「
コ
コ
ピ

ー
ト
（
ヤ
シ
殻
を
粉
砕
し
た
資

材
）」
を
使
用
。
養
液
の
点
滴

ド
リ
ッ
プ
方
式
に
つ
い
て
は
、

廃
液
量
か
ら
適
時
潅
水
す
る
よ

う
全
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る

管
理
が
さ
れ
て
お
り
、
大
変
に

や
り
易
い
。

年
間
作
業
の
流
れ
は
、
三
月

に
ポ
ッ
ト
苗
を
定
植
、
六
月
か

認
定
農
業
者

菊

池

辰

夫

さ
ん

夏
秋
イ
チ
ゴ
の
高
品
質
と
高
収
量
で

一
大
産
地
を
目
指
し
て

表１ 平成２９年度の経営作目

概 要面積（a）経営作物
品種：サマープリンセス２/３、すずあかね１/３２０夏秋イチゴ

一毛作（６月収穫）１２０レ タ ス

直接販売１０長 い も

品種：ゴールドラッシュ 直接販売ほか４０トウモロコシ

表２ 主な機械・施設

トラクター ２台（３０・７０馬力）、ブームスプレアー 1台（１０００ℓ）、
マルチャー1台機 械

奥行き９０mの鉄骨ハウス
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ら
十
一
月
ま
で
収

穫
。
九
月
に
ラ
ン
ナ

ー
の
苗
取
り
、
育
苗

を
行
う
。
十
一
月
収

穫
後
、
株
切
り
掘
り

上
げ
し
、
培
土
の
補

充
を
行
い
来
年
の
準

備
を
完
了
す
る
。

現
在
一
〇
㌃
あ
た

り
五
～
六
㌧
の
収
穫

量
が
得
ら
れ
、
全
量

契
約
生
産
で
出
荷
で

き
、
収
入
的
に
も
安

定
し
て
い
る
。

研
修
生
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら

南
牧
村
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
ベ
ン
ゲ
ッ

ト
州
ラ
・
ト
リ
ニ
ダ

ッ
ト
町
と
姉
妹
都
市

を
提
携
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
の
農
業
研
修

生
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州

は
イ
チ
ゴ
の
産
地
で

も
あ
る
が
、
露
地
栽

培
に
よ
る
連
作
障
害

な
ど
に
苦
慮
し
て
い
る
よ
う

だ
。菊

池
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
は
毎

年
四
名
程
の
研
修
生
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
す
で
に
菊
池
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
学
ん
だ
研
修
生
が

本
国
に
帰
り
、
イ
チ
ゴ
の
施
設

栽
培
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
そ

う
で
、
菊
池
さ
ん
も
た
び
た
び

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ
、
そ
の
技

術
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
施

設
栽
培
に
よ
り
高
品
質
の
イ
チ

ゴ
の
収
穫
が
可
能
と
な
り
、
高

額
な
取
引
が
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。

次
世
代
を
担
う
後
継
者
を

育
成菊

池
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
新
規

就
農
者
の
研
修
生
の
受
け
入
れ

を
行
い
、
地
域
の
次
世
代
を
担

う
後
継
者
の
育
成
を
し
て
い

る
。平

成
二
十
年
か
ら
鷹
野
さ

ん
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
有
井

さ
ん
、
平
成
二
十
七
年
か
ら

は
、
嶋
崎
さ
ん
の
三
名
を
受
け

入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
二
年
間
の
研

修
を
経
て
、
現
在
、
鷹
野
さ
ん
、

有
井
さ
ん
が
独
立
し
、
夏
秋
イ

チ
ゴ
の
経
営
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
北
海
道
出
身
の
嶋
崎
さ
ん

は
、「
婿
入
り
」
を
希
望
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
地
元
に
丁
度
良

い
縁
が
あ
り
結
婚
。
葉
洋
菜
の

経
営
を
開
始
し
た
が
、
将
来

「
夏
秋
イ
チ
ゴ
」
の
栽
培
を
検

討
し
て
い
る
。

規
模
拡
大
の
気
持
ち
は
持

っ
て
い
る
が

南
佐
久
地
域
に
は
、
川
上
村

一
四
戸
、
南
牧
村
五
戸
、
小
海

町
二
戸
な
ど
、
二
三

戸
の
夏
秋
イ
チ
ゴ
栽

培
者
が
い
る
。
今

後
、
南
佐
久
地
域
が

夏
秋
イ
チ
ゴ
の
一
大

産
地
に
成
長
で
き
る

よ
う
、
白
ろ
う
果
対

策
や
う
ど
ん
こ
病
な

ど
に
強
い
品
種
の
育

成
な
ど
が
望
ま
れ
て

い
る
。

「
露
地
野
菜
は
価

格
の
上
下
が
あ
っ
て

不
安
定
で
あ
る
。
夏

秋
イ
チ
ゴ
は
初
期
投

資
は
か
か
る
が
、
収
入
が
安
定

し
て
い
て
“
お
も
し
ろ
い
”。

一
〇
㌃
を
二
人
で
管
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
研
修
生
が
い
て

く
れ
れ
ば
も
う
少
し
規
模
の
拡

大
を
し
た
い
気
持
ち
は
あ
る
の

だ
が
、
後
継
者
が
い
な
い
状
況

な
の
で
、
一
緒
に
経
営
し
て
く

れ
る
人
が
現
れ
て
く
れ
れ
ば

…
…
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

（
平
成
二
十
九
年
七
月
取
材

担
い
手
・
農
地
部
会

事
務
局

川
井
）

施設内は高設ベンチが並ぶフィリピンの研修生に葉かきを指導する菊池さん

収穫作業を指導する菊池さん
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五
月
二
十
九
日
、
都
内
の
文

京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
第
九
回

耕
作
放
棄
地
発
生
防
止
・
解
消

活
動
表
彰
事
業
（
全
国
農
業
会

議
所
ほ
か
主
催
）
の
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
上
田
市
の
有
信
州

う
え
だ
フ
ァ
ー
ム
（
代
表
取
締

役

中
山
孝
氏
）
に
農
林
水
産

大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
表
彰
事
業
は
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
を
図

る
た
め
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
、
二
十
八
年

度
は
全
国
か
ら
二
四
団
体
が
推

薦
応
募
さ
れ
、
最
高
位
賞
の
受

賞
と
な
っ
た
。

有
信
州
う
え
だ
フ
ァ
ー
ム

は
、
上
田
・
小
県
郡
地
域
の
広

域
合
併
し
た
、
Ｊ
Ａ
信
州
う
え

だ
の
出
資
型
農
業
法
人
で
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不

足
、
離
農
・
耕
作
放
棄
地
の
増

加
に
よ
る
地
域
農
業
の
衰
退
が

Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
影
響
も
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
対

処
す
る
た
め
、
平
成
十
二
年
三

月
に
設
立
。

遊
休
農
地
を
借
り
入
れ
、
再

生
活
用
す
る
「
農
業
経
営
事

業
」
を
は
じ
め
、
農
作
業
の
受

託
な
ど
の
営
農
支
援
、
担
い
手

育
成
の
た
め
の
研
修
事
業
、
優

良
樹
園
地
・
優
良
果
樹
産
地
の

維
持
存
続
の
た
め
の
樹
園
地
継

承
事
業
、
新
品
目
・
新
品
種
・

新
技
術
等
普
及
の
た
め
の
栽
培

実
証
事
業
、
六
次
産
業
化
、
地

域
や
都
市
住
民
と
の
交
流
や
食

農
教
育
等
の
農
業
理
解
促
進
事

業
、
観
光
農
園
を
拠
点
と
し
た

観
光
農
業
事
業
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。平

成
二
十
一
年
か
ら
新
規
就

農
者
育
成
事
業
を
開
始
し
、
新

規
就
農
、
独
立
就
農
を
目
指
す

研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

研
修
生
は
二
年
間
社
員
と
し
て

農
作
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
栽

培
技
術
や
経
営
管
理
ス
キ
ル
を

習
得
す
る
。
研
修
生
が
就
農
す

る
際
は
、
信
州
う
え
だ
フ
ァ
ー

ム
が
管
理
し
て
い
た
農
地
を

「
の
れ
ん
分
け
」
す
る
。

特
に
果
樹
園
地
の
再
生
に
あ

た
っ
て
は
、
優
良
品
種
へ
の
品

種
転
換
や
、
新
た
な
栽
培
方
式

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
新
規

就
農
者
が
就
農
し
や
す
い
環
境

整
備
を
図
っ
て
い
る
。
近
年

は
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培

希
望
の
就
農
を
目
指
す
人
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
耕
作

放
棄
地
を
再
生
し
、
ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ウ
の
生
産
団
地
の
造
成
も

図
っ
て
い
る
。

今
回
の
受
賞
は
、
地
域
農
業

振
興
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て

Ｊ
Ａ
出
資
法
人
が
果
た
し
う
る

役
割
を
具
体
的
に
示
し
、
地
域

に
お
け
る
存
在
意
義
を
明
確
化

し
た
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
農
業
再
生
協
議
会
担
い
手
・

農
地
部
会
事
務
局
）

「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
に

向
け
て
、
関
係
機
関
・
団
体
が

連
携
を
強
化
し
て
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
等
を
効

果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
当
協

議
会
担
い
手
・
農
地
部
会
と
、

（
一
社
）県
農
業
会
議
が
共
催

し
、「
農
地
利
用
最
適
化
推
進

研
修
会
」
を
六
月
七
日
塩
尻
市

に
お
い
て
、
市
町
村
・
Ｊ
Ａ
・

地
域
振
興
局
等
の
担
当
者
一
二

五
名
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ

た
。農

政
部
農
村
振
興
課
か
ら

は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推

進
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
作
成
・
見
直
し
を
基
本
と

し
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
積

極
的
な
活
用
と
関
係
機
関
・
団

体
の
共
通
認
識
の
中
で
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
分
担
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
と
し
、
関
連
す

る
農
業
振
興
事
業
の
活
用
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら

は
、
昨
年
、
一
昨
年
の
事
業
実

績
等
か
ら
、
地
域
で
の
ま
と
ま

り
の
あ
る
面
的
事
業
活
用
の
伸

び
悩
み
要
因
を
踏
ま
え
、
今
年

度
、
更
な
る
事
業
啓
発
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
重
点
区
域
な

ど
を
設
定
し
、
事
業
量
を
確
保

し
て
い
く
な
ど
が
説
明
さ
れ

た
。農

業
会
議
か
ら
は
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
具
体
的

な
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

の
留
意
事
項
や
遊
休
農
地
対
策

に
あ
た
っ
て
農
業
委
員
会
が
対

応
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
説
明
し

た
。

（
農
業
再
生
協
議
会
担
い
手
・

農
地
部
会
事
務
局
）

「
農
地
利
用
最
適
化
推

進
研
修
会
」
開
催

「
有
信
州
う
え
だ
ファー
ム
」

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

山本農林水産大臣から表彰を受ける、元木喜一郎専務取締役
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長
野
県
農
業
再
生
協
議
会

（
担
い
手
・
農
地
部
会
）
は
八

月
九
日
、「
平
成
二
十
九
年
度

人
・
農
地
問
題
解
決
促
進
研
修

会
」
を
安
曇
野
市
で
開
催
し

た
。

　

集
落
や
地
域
で
の
話
し
合
い

に
よ
り
地
域
の
担
い
手
や
農
地

利
用
の
方
向
性
を
明
確
に
す
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
充
実

を
進
め
る
と
と
も
に
、「
農
地

中
間
管
理
事
業
」
等
の
制
度
活

用
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
。
市
町
村
、
農
業
委
員
・

Ｊ
Ａ
担
当
者
な
ど
約
一
二
〇
名

が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
は
、
農
政
部
農
村
振

興
課
の
担
当
者
か
ら
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
の
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
必
要
性
を
再
認

識
し
、
実
効
性
の
高
い
プ
ラ
ン

へ
の
誘
導
を
進
め
た
い
」
と
説

明
。

　

活
動
事
例
報
告
は
、
箕
輪
町

の
農
業
委
員
の
鈴
木
健
二
さ
ん

が
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
話
し

合
い
と
日
頃
の
地
域
活
動
が
功

を
奏
し
た
短
期
間
で
の
農
地
集

積
」
と
題
し
て
行
っ
た
。
天
竜

川
を
挟
ん
で
町
の
東
側
は
、
耕

作
面
積
が
小
さ
く
担
い
手
が
育

ち
に
く
い
中
、「
農
地
耕
作
条

件
改
善
事
業
」
の
効
果
的
な
実

施
を
目
的
に
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
地
区
懇
談
会
を
開
催
。

集
積
候
補
農
地
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
戸
別
訪
問
や
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
て
の
面
談
な
ど
を
実

施
。
戸
別
経
営
体
と
農
地
中
間

管
理
事
業
へ
の
約
二
㌶
の
農
地

集
積
が
実
現
し
た
と
報
告
し

た
。

　

基
調
講
演
は
、
す
か
い
ら
ー

く
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

所 
入
澤 
肇 
理
事
長
が「
地
域
に

は
じ
む

根
ざ
し
た
農
業
構
造
改
革
の
基

本
的
方
向
」
と
題
し
、「
最
近

の
い
ろ
い
ろ
な
農
業
改
革
の 

動
き
が
あ
る
な
か
で
、
農
業
者

が
行
政
等
を
交
え
て
地
域
・
農

業
等
の
話
し
合
い
を
持
つ
こ
と

が
大
事
。
消
費
者
は
、
高
く
て

も
“
土
づ
く
り
”
が
さ
れ
た
、

安
全
・
良
質
な
国
産
農
産
物
を

 
購
入
す
る
は
ず
。
農
業
・
農
村

の
復
興
運
動
を
起
こ
す
べ
き

だ
」
と
提
言
し
た
。

（
農
業
再
生
協
議
会
担
い
手
・

農
地
部
会
事
務
局
）

　

長
野
県
の
夏
期
に
お
け
る
レ

タ
ス
供
給
の
全
国
シ
ェ
ア
は
九

割
を
超
え
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お

け
る
葉
菜
類
の
供
給
に
対
し
て

産
地
と
し
て
の
責
任
が
大
き

い
。

　

特
に
高
原
野
菜
産
地
で
あ
る

南
佐
久
地
域
に
お
い
て
は
、
こ

う
し
た
生
産
を
支
え
て
い
る
の

が
外
国
人
技
能
実
習
生
で
あ

り
、
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い

て
は
県
内
の
実
習
生
受
入
人
数

一
、九
〇
五
名
の
う
ち
、
実
に

七
六
㌫
の
一
、四
四
二
名
が
佐

久
地
域
で
受
入
さ
れ
て
い
る
。

　

農
業
就
業
人
口
が
減
少
し
て

い
る
中
、
産
地
と
し
て
の
生
産

力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
中

核
的
担
い
手
の
規
模
拡
大
と
そ

れ
に
応
じ
た
労
働
力
の
確
保
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
が
、
現

状
、
外
国
人
の
農
業
就
労
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

こ
の
度
、
県
と
県
農
業
協
同
組

合
中
央
会
で
は
、
外
国
人
技
能

実
習
制
度
の
要
件
緩
和
と
専
門

技
能
を
有
す
る
外
国
人
の
農
業

就
労
解
禁
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

た
国
家
戦
略
特
区
へ
の
共
同
提

案
を
内
閣
府
へ
行
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
高
冷
地
の
野

菜
産
地
で
は
、
実
習
期
間
が
数

ヶ
月
程
度
に
限
ら
れ
、
最
長
三

年
間
の
実
習
が
行
え
る
制
度
を

活
用
で
き
な
い
た
め
、
実
習
期

間
中
の
一
時
帰
国
と
再
入
国
を

認
め
、
連
続
し
た
在
留
と
な
ら

な
い
場
合
で
も
実
習
が
行
え
る

よ
う
要
件
緩
和
（
別
図
―
提
案

の
一
つ
を
参
照
）
を
求
め
る
ほ

か
、
併
せ
て
、
先
の
国
会
で
可

決
さ
れ
た
「
特
区
区
域
に
お
け

る
専
門
技
能
を
有
す
る
外
国
人

の
農
業
就
労
解
禁
」
に
つ
い

て
、
長
野
県
一
円
で
の
取
り
組

み
が
可
能
と
な
る
よ
う
区
域
指

定
を
求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　

限
ら
れ
た
労
働
力
の
中
で
省

力
化
生
産
に
向
け
た
技
術
開
発

・
普
及
を
図
る
こ
と
に
加
え
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

将
来
に
亘
り
農
業
生
産
力
の
維

持
と
農
産
物
の
安
定
生
産
・
安

定
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
県

内
の
高
い
技
術
を
外
国
人
へ
提

供
す
る
こ
と
で
、
帰
国
後
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
も
つ
な
が
る

国
際
貢
献
と
し
て
の
成
果
も
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

（
農
政
部
農
村
振
興
課
）

別図―提案の一つ「技能実習生の一時帰国と再入国を認める」

技能実習２号技能実習１号 技能実習２号

実 習 機 関 同一の実習機関 同一の実習機関

一つの管理団体の責任及び管理《実習計画》

入国 一時帰国
▼　　 〔１年目〕　　  ▼

再入国・資格変更 一時帰国
▼　　 〔２年目〕　　 ▼

再入国・期間更新 帰国
▼　　 〔３年目〕　　 ▼

４月 １１月 ４月 １１月 ４月 １１月

「
人・農
地
問
題
解
決

促
進
研
修
会
」開
催

基調講演を行う入澤理事長

海
外
か
ら
の
農
業
人

材
受
入
に
係
る
規
制

の
特
例
措
置
の
提
案
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農
産
加
工
歴
五
〇
年
、
加
工

所
歴
二
五
年
、
農
産
加
工
界
で

は
知
る
人
ぞ
知
る
、
小
池
芳
子

さ
ん
。

　

今
回
は
小
池
さ
ん
に
農
産
加

工
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
農
産

加
工
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
ご

提
言
を
伺
い
ま
し
た
。

農
家
の
収
入
増
加
が
基
本

　

小
池
手
造
り
農
産
加
工
所
は

“
も
っ
た
い
な
い
”“
い
た
だ

き
ま
す
”“
お
あ
が
り
て
”
の

三
つ
の
心
を
込
め
て
、
農
家
と

共
に
手
造
り
さ
れ
た
安
全
・
安

心
な
美
味
し
い
食
品
を
消
費
者

に
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
、
農

と
食
の
大
切
さ
を
伝
え
、
地
域

や
産
地
が
総
合
的
な
維
持
・
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
指
針
（
モ

ッ
ト
ー
）
と
し
て
い
る
。

　

農
家
が
自
立
し
て
経
営
が
良

く
な
る
た
め
に
は
、
た
と
え
ば

リ
ン
ゴ
生
産
者
が
青
果
一
千
万

円
販
売
し
て
い
る
農
家
で
あ
っ

て
も
自
分
の
庭
先
に
あ
る
も
の

を
商
品
化
し
て
、
リ
ン
ゴ
狩
り

に
き
た
お
客
さ
ん
に
販
売
す
れ

ば
も
っ
と
収
入
が
上
が
る
。
例

え
ば
、
容
器
代
に
加
工
人
件
費

等
を
併
せ
一
本
一
七
〇
円
で
造

ら
れ
た
加
工
商
品
を
、
五
〇
〇

円
以
上
で
売
れ
ば
、
農
家
の
収

入
と
な
る
。
そ
の
量
が
千
本
、

二
千
本
と
な
れ
ば
農
家
収
入
は

か
な
り 
増
加
す
る
こ
と
に
な

る
。

多
岐
に
わ
た
る
製
造
品
目
、受

託
加
工
件
数
は
、年
三
千
件
を

超
え
る

　

加
工
所
の
取
扱
品
目
は
、
ジ

ャ
ム
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ト
マ
ト
加

工
品
（
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
他
）、

各
種
酢
、
各
種
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
、
み
そ
加
工
品
、
煮
豆
、
く

ん
せ
い
卵
、
こ
ん
に
ゃ
く
等
惣

菜
、
梅
干
し
等
漬
け
物
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
。
更
に
、
こ
れ
ら

が
基
本
と
は
な
る
が
、
例
え
ば

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
お
い
て
は
、

エ
ゴ
マ
を
入
れ
た
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
、
タ
マ
ネ
ギ
を
ベ
ー
ス
に
ニ

ン
ニ
ク
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
辛
み
大

根
等
を
入
れ
る
な
ど
、
地
域
の

特
産
品
、
地
域
で
採
れ
る
も
の

を
使
う
こ
と
で
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し

て
い
る
。

　

飯
田
工
場
は
ジ
ュ
ー
ス
や

酢
、
喬
木
工
場
が
ジ
ャ
ム
そ
の

他
の
細
か
い
も
の
を
製
造
し
て

い
る
。
取
扱
額
は
約
三
億
五
千

万
円
、
受
託
が
七
割
、
自
社
製

品
が
三
割
と
な
っ
て
い
る
。

　

年
間
の
受
託
件
数
は
三
千
件

を
超
え
る
。
地
域
的
に
は
、
県

内
は
も
と
よ
り
、
全
国
で
は
岐

阜
、
愛
知
、
茨
城
、
栃
木
、
静

岡
、
神
奈
川
が
多
い
。
遠
く
は

千
葉
や
岩
手
、
秋
田
、
九
州
地

方
か
ら
の
大
口
委
託
も 
入
っ

て
く
る
。
ま
た
、委
託
原
料
は
、

品
目
・
数
量
と
も
様
々
と
な
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
静
岡
の
農

協
か
ら
大
葉
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

と
み
そ
加
工
が
何
千
本
単
位
で

入
っ
た
り
、
京
都
か
ら
大
量
の

「
ア
ワ
ビ
茸
」
の
ご
飯
の
素
と

煮
付
け
の
加
工
委
託
が
入
っ
た

り
す
る
。
中
に
は
少
量
の
委
託

も
受
け
る
。
今
回
は
コ
ン
テ
ナ

五
ケ
ー
ス
か
も
し
れ
な
い
が
次

回
は
一
〇
ケ
ー
ス
に
増
加
し
て

く
る
か
ら
だ
。

こ
だ
わ
り
の
「
手
造
り
」

加
工
商
品

　
“
手
造
り
”
に
つ
い
て
は
、

ト
マ
ト
加
工
品
の
場
合
、
ト
マ

ト
の
へ
た
を
取
り
、
皮
、
種
な

ど
除
き
、
煮
詰
め
、
十
分
に
ア

ク
を
取
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
味

が
良
く
な
っ
て
く
る
。
丁
寧
に

ア
ク
を
と
る
こ
と
は
味
を
良
く

す
る
と
共
に
、「
あ
ら
み
」
が

取
れ
る
。
で
き
あ
が
る
加
工
品

は
農
家
個
々
の
畑
の
味
が
出
る

と
言
う
こ
と
だ
。

　

従
業
員
は
、
三
〇
名
、
全
員

社
員
で
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
、

漬
物
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野

を
任
せ
る
技
術
者
制
を
取
っ
て

お
り
、
製
造
の
責
任
を
任
せ

る
。
製
造
に
係
る
デ
ー
タ
を
記

録
し
、
全
部
レ
シ
ピ
を
残
し
て

い
る
。
レ
シ
ピ
を
残
し
て
い
る

の
で
、
委
託
者
か
ら
の
い
ろ
い

ろ
な
相
談
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
と
と
も
に
、
加
工

所
内
の
技
術
の
伝
承
が
さ
れ
て

い
る
。

　

委
託
加
工
は
予
約
制
と
し
て

お
り
、
そ
の
日
に
持
ち
込
ま
れ

た
原
料
は
そ
の
日
の
う
ち
に
処

理
し
、
仕
上
げ
、
委
託
者
本
人

が
味
の
確
認
を
終
え
て
、
納
得

い
っ
た
製
品
を
持
ち
帰
る
。
遠

く
か
ら
高
速
道
路
を
使
っ
て
運

び
込
み
、
そ
の
日
の
う
ち
に
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
費

や
労
力
的
に
も
効
率
的
と
な
っ

て
い
る
。
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
の

時
期
は
、
予
約
は
八
時
、
一
〇

時
、
午
後
と
い
っ
ぱ
い
で
、
加

工
委
託
に
見
え
た
農
家
や
業
者

は
、
加
工
を
待
っ
て
い
る
空
い

た
時
間
に
、
加
工
所
の
事
務
所

で
仕
事
を
し
た
り
近
所
の
温
泉

で
休
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

完
全
衛
生
設
備
の
整
っ
た

施
設
を

　

加
工
所
は
毎
年
、
食
品
製
造

衛
生
管
理
に
係
る
表
彰
を
受
賞

し
て
い
る
。
今
後
の
加
工
所
の

課
題
は
、
今
の
施
設
を
更
に
理

想
的
な
完
全
衛
生
設
備
の
整
っ

た
施
設
に
す
る
こ
と
で
現
在
、

計
画
を
具
体
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
ま
ず
、
農
家
や
業
者
の
皆

さ
ん
が
加
工
所
を
訪
れ
、
施
設

内
を
案
内
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
施
設
を
見
て
、
さ
ら
に
安

心
し
て 
委
託
さ
れ
る
加
工
所

に
し
た
い
。
ま
た
、
現
在
、
毎

日
一
五
㌧
の
雑
排
水
の
浄
化
も

さ
ら
に
拡
充
す
る
な
ど
、
ど
こ

か
ら
も
ク
レ
ー
ム
の
な
い
施
設

と
し
て
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
。

　

続
き
は
第
二
九
号
（
平
成
三
十

年
二
月
発
行
予
定
）に
掲
載
し
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
七
月
取
材
／
担
い

手
・
農
地
部
会　

事
務
局 
川
井
）

農業経営セミナー

こ
れ
か
ら
の
農
産
加
工
を
考
え
る

 

小
池
手
造
り
農
産
加
工
所
有　
取
締
役
会
長　
小
池　
芳
子

─ 
地
域
・
農
業
の
維
持
・
発
展
に
必
要
な
農
産
加
工
と
は 
─（
上
）



７

難
航
す
る
か
T
P
P　
１１

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
発
足
早
々

に
「
T
P
P
署
名
国
か
ら
離
脱

し
、
交
渉
か
ら
も
永
久
に
離
脱

す
る
」
こ
と
を
宣
言
し
た
。
T

P
P
は
参
加
国
の
六
つ
以
上
が

署
名
し
、
か
つ
そ
の
G
D
P
が

参
加
国
全
体
の
八
五
％
以
上
で

あ
る
こ
と
が
発
効
の
条
件
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
抜
き
で
の
T
P

P
成
立
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の

た
め
経
済
規
模
を
条
件
と
す
る

発
効
要
件
を
修
正
し
、「
T
P

P　
１１
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

う
え
で
、
ア
メ
リ
カ
の
T
P
P

復
帰
を
促
し
て
い
く
、
と
い
う

の
が
日
本
政
府
の
方
針
・
戦
略

で
あ
る
。

　

日
米
経
済
対
話
が
秋
以
降
に

本
格
化
す
る
こ
と
を
に
ら
ん
で
、

十
一
月
に
予
定
さ
れ
る
A
P
E

C
首
脳
会
議
で
の
決
着
を
目
指

す
。
こ
の
七
月
、
一
一
か
国
に

よ
る
首
席
交
渉
官
会
合
で
口
火

を
切
り
、
今
後
、
交
渉
官
レ
ベ

ル
で
関
税
や
ル
ー
ル
な
ど
分
野

ご
と
に
修
正
の
是
非
を
検
討
し
、

八
月
末
ま
た
は
九
月
初
旬
に
あ

ら
た
め
て
首
席
交
渉
官
会
合
を

開
い
て
交
渉
を
本
格
化
し
て
い

く
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
早
期
に
T
P
P　
１１

発
効
を
目
指
す
の
は
、
日
本
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
三
か
国
と
ど
ま
る
。

ア
メ
リ
カ
な
し
で
は
T
P
P
の

意
味
が
な
い
と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
、

マ
レ
ー
シ
ア
。
北
米
自
由
貿
易

協
定
（
N
A
F
T
A
）
の
再
交

渉
を
控
え
て
ア
メ
リ
カ
の
出
方

を
見
極
め
た
い
と
す
る
メ
キ
シ

コ
、
カ
ナ
ダ
。
さ
ら
に
は
別
の

枠
組
み
で
ル
ー
ル
作
り
も
視
野

に
入
れ
る
チ
リ
、
ペ
ル
ー
と
、

各
国
の
思
惑
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、

す
ん
な
り
と
T
P
P　
１１
が
発
効

す
る
と
は
思
え
な
い
。

T
P
P　
１１
の
最
大
問
題

　

こ
の
よ
う
に
日
本
政
府
は
早

期
発
効
を
第
一
義
と
し
て
お
り
、

こ
の
た
め
に
も
協
定
全
体
を
極

力
修
正
せ
ず
、
あ
く
ま
で
限
定

的
な
修
正
に
と
ど
め
る
べ
き
だ

と
の
立
場
に
あ
る
。

　

こ
こ
で
懸
念
さ
れ
る
の
が
、

バ
タ
ー
と
脱
脂
粉
乳
で
設
け
た

生
乳
換
算
七
万
㌧
の
T
P
P
枠

の
件
で
あ
る
。
数
量
を
変
更
せ

ず
に
一
一
か
国
で
発
効
し
た
と

し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
枠
を
使
い

切
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。

別
途
、
ア
メ
リ
カ
が
市
場
開
放

を
要
求
し
て
き
た
場
合
に
は
、

実
質
輸
入
枠
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

ま
た
牛
肉
の
輸
入
急
増
を
防

ぐ
た
め
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
（
緊

急
輸
入
制
限
措
置
）
の
発
動
水

準
も
、
ア
メ
リ
カ
産
の
輸
入
量

を
前
提
に
設
定
し
て
お
り
、
一

定
の
調
整
が
不
可
欠
と
な
る
。

唐
突
な
日
欧
E
P
A
合
意

　

T
P
P　
１１
の
行
方
に
気
を
取

ら
れ
て
い
る
う
ち
に
、
急
転
直

下
し
て
大
枠
合
意
し
た
の
が
日

欧
E
P
A
交
渉
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
T
P
P
離
脱
と

イ
ギ
リ
ス
の
E
U
脱
退
を
受
け

て
、
日
本
、
E
U
と
も
に
保
護

主
義
の
流
れ
を
転
換
さ
せ
る
た

め
に
何
と
し
て
も
合
意
獲
得
を

必
要
と
す
る
政
治
・
経
済
的
状

況
に
あ
っ
た
。
ま
ず
は
合
意
あ

り
き
で
交
渉
が
す
す
め
ら
れ
、

し
か
も
早
い
ほ
ど
そ
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
メ
ン
ト
効
果
は
高
い
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
合
意
が
行
わ
れ
た
と
み
る
。

　

二
〇
一
九
年
中
の
発
効
を
前

提
に
、
本
年
十
一
月
中
に
も
国

内
対
策
を
決
定
の
う
え
T
P
P

関
連
政
策
大
綱
を
改
訂
し
、
年

内
で
の
最
終
合
意
を
目
指
す
。

　

日
欧
間
で
関
税
ゼ
ロ
と
な
る

貿
易
品
目
は
九
五
㌫
超
と
な
り
、

T
P
P
と
同
程
度
の
高
い
自
由

化
水
準
に
な
る
と
と
も
に
、
日

欧
E
P
A
は
世
界
の
人
口
の
八

・
六
㌫
、
G
D
P
の
二
八
・
四
㌫
、

貿
易
総
額
の
三
八
・
八 
㌫
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
か
ら
、
T
P
P

や
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済

連
携（
R
C
E
P
）と
並
ぶ
自
由

貿
易
圏
の
誕
生
と
囃
し
た
て
る
。

畜
産
で
の
大
き
な
打
撃

　

こ
れ
に
よ
り
緑
茶
や
日
本
酒
、

牛
肉
の
関
税
が
即
時
撤
廃
さ
れ
、

E
U
へ
の
輸
出
が
容
易
に
な
る

と
は
い
え
、
ソ
フ
ト
系
チ
ー
ズ

の
大
幅
開
放
や
、
豚
肉
で
の
低

価
格
帯
に
か
け
る
従
量
税
の
引

下
げ
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動

要
件
の
変
更
を
は
じ
め
と
し
て
、

日
本
農
業
は
メ
リ
ッ
ト
が
過
少

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
デ
メ
リ

ッ
ト
が
大
き
く
、
特
に
畜
産
で

の
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

一
方
で
の
自
動
車
関
税
の
７
年

で
の
撤
廃
、
自
動
車
部
品
全
品

目
の
九
割
超
で
の
関
税
撤
廃
等
、

自
動
車
の
輸
出
伸
長
の
見
返
り

に
国
内
農
業
を
差
し
出
し
た
形

と
な
っ
て
い
る
。

示
さ
れ
な
い
影
響
試
算

　

日
欧
E
P
A
大
枠
合
意
の
も

う
一
つ
の
大
問
題
は
、
E
P
A

発
効
に
と
も
な
う
影
響
試
算
が

公
表
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
国
内
対
策
の
効
果
を
見
込

ん
で
経
済
効
果
や
影
響
を
試
算

し
、
対
策
を
ま
と
め
た
後
に
農

業
へ
の
影
響
分
析
を
公
表
す
る

方
針
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か

も
影
響
分
析
に
は
数
値
を
含
め

な
い
方
向
で
調
整
し
て
い
る
と

も
伝
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
真

意
は
国
内
で
の
議
論
を
抑
え
、

早
期
合
意
を
可
能
に
す
る
と
こ

ろ
に
あ
る
と
見
る
。
日
本
が
民

主
主
義
国
家
だ
と
は
と
う
て
い

言
え
な
い
、
そ
し
て
国
民
さ
ら

に
農
業
者
の
信
頼
を
裏
切
る
行

為
で
あ
り
、
安
倍
政
権
へ
の
信

頼
は
薄
ら
ぐ
ば
か
り
だ
。
丁
寧

な
説
明
に
心
が
け
る
と
い
く
ら

言
っ
て
も
、
所
詮
、
傾
け
る
耳

を
持
た
な
く
て
は
、
話
に
な
ら

な
い
。

視　点

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
日
本
農
業 　
XVI
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